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子供たちに新市民球場で野球観戦を 

～年間指定席を児童養護施設に寄贈～ 

 

 プルデンシャル生命保険株式会社 広島支社（支社長 上野康史）は3月23日、普段球場

で試合を観る機会の少ない子供たちに新しい球場で試合を楽しんでもらうため、新広島市

民球場の年間指定席（5席、50万円相当）を県の児童養護施設協議会に寄贈しました。年間

指定席は、県内11ヵ所の児童養護施設に配分され、新球場での公式戦初戦となる4月10日か

ら観戦する予定です。 

 

広島支社は、当社が営業を開始した1988年に開設されてから20年以上の間、毎年様々な

地域貢献活動を行ってきました。今回は、市民球場のリニューアルを機に子供たちに生で

試合を見る楽しさを伝えたいと、年間指定席の寄贈を決めました。 

 

 支社長の上野からチケットを受け取った広島県児童養護施設協議会 小野寺茂会長は、

「施設にいる700名の子供たちの多くがカープファンです。新しい球場で応援できることを

喜ぶと思います」と御礼を述べました。 

 

 

児童養護施設協議会 小野寺茂会長（左）に 

目録を贈呈する広島支社支社長 上野康史 

以上 

 


